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2008年 に バ イ オ メ デ ィ カ ル カ リ キ ュ ラ ム
（BMC）を卒業してから、ちょうど10年が経過
しました。入学式で岡野先生から「新しい医
療機器を開発するためには、医療を深く知ら
なければならない。BMCは医学部6年間分の
医療知識を10ヶ月間に凝縮させた講義、頭の
中に医療の辞書の背表紙ができれば良い。」と
いう言葉を頂戴したことを今でも鮮明に覚え
ております。学生時代に光機能性材料の開発
で学位を取得した身としては、BMCの講義・
実習の内容は今後の新しい医療機器の開発の
ためにも大変有意義でした。また、未来医学
研究においては、「先進医療と未来医学2030
年」といった大テーマのもと、チームの目標
を生活の質（Quality of life）を向上させる未来
医療とし取り組みました。個人テーマでは、
未来の医療ニーズを調査し、光機能性材料の
開発スキルとBMCで学んだ医療を融合させた
『「管」を「光導波路」にする末梢型肺がんの
革新的光治療』を提案し、第32回未来医学研
究会大会において最優秀発表をさせていただ
きました。わずか10ヶ月間のカリキュラムで
したが、未来の医療の姿の分析結果に対し、
理論的に医療と技術を融合させ、想像なりに
も新しい医療機器を想像できたことは、今で
も私の財産になっております。
卒業後は新しい医療機器開発のための探索を
業務としてスタートさせることができました。
現在ではコンビネーションデバイスといわれ
ておりますが、ドラッグとデバイスを融合さ
